


















































































































































































































に作るべし。泰陵は唐の玄宗の陵なり」 、 「こゝは陵名を以て玄宗を指せり」 （鈴木虎雄『白





















た男のもの。とすれば溯って、 『長恨歌』の「此恨」 、 「長恨」も、玄宗皇帝の「恨み」であったことになる。少くとも『源氏物語』 『長恨歌』の「長恨」をそう理解していた。　












展開する物語にも、それと明確には示されないけれども、 「長恨」の主題を見出すことが出来るのである。 『源氏物語』における、重要な登場人物、藤壺と光源氏を巡る物語にも、 「長恨」の主題が見出されるということは、『源氏物語』にとって『長恨歌』の存在がいかに重大なものであったか、改めて認識させるであろう。　




藤壺は歌う。 「かつは心をあたと知らなむ」 。 「あた」は 「あたかたき」 （桐壺）の「あた」であろ
う（９）
。 「あた」












ようとしてい 。そう言えば、 『長恨歌』における玄宗 愛情も、桐壺巻における桐壺帝の愛情も、結局は女達を幸せには ない。 『長恨歌』の玄宗も、 『源氏物語』の男達も、限りない恋情を女達に捧げる。そこに纏綿たる恋物語が繰り広げられることになるわけであるが、しかしそれらは、いずれも悲恋に終わる。むしろ、男の側の闇雲な愛情 悲劇を引き起こすばかりな である。　『源氏物語』が、その変奏を繰り返した『長恨歌』に託そうとしたことも、自らここに明らかなのではないか。 「長恨」の恋物語は、確かに哀しく美しい。けれども、そこ あるのは 男 側の身勝手な恋心だけで、女性の立場、女性 思い ど、そこではまったくな がしろにされている。女性の側 立場を無視した、一方的な恋情など、結局 を不幸に陥れ、ひい は男自身をも嘆かせる結果にな だ な ではないか。　そういう思いを、 『源氏物語』は、繰り返す『長恨歌』の変奏に投影しようとしたのでは かろうか。肝腎の
女性の気持などお構いなしに、ひたすら恋慕するだけの男に対する、それは「抵抗」であり、 「不信感」であったと言い得るかも知れな 。　
迫り来る源氏から逃げるように、やがて藤壺は出家するが、藤壺に限らず『源氏物語』には最終的に出家に至




































男への「抵抗」や「不信感」 。それは畢竟するに、 『源氏物語』が『長恨歌』 、ひいては羽衣説話乃至は白鳥処
女説話に対して抱いた思いで あったに違いない。人は、束の間 の元を訪 、やがて天空の彼方へ消え去って行く の物語の、限りないあわれと美しさ 酔う。しか それは、本当 そういうものだろうか。なぜ 女は男の元を去らねばならなかったのか。果して去って行 女達は 幸せだった か。
源氏物語と長恨歌　其八
五七



















そして、その横糸となった 、 「一人一人の女の人のこと」を語った物語の多くが、 『長恨歌』 、ひい は白
鳥処女説話に拠っ たことも忘れ べきでない。それ 「一人一人の女の人のこと」を語る物語は、光源氏を「狂言まわし」に据えつつ、繰り返し繰り返し、 『長恨歌』 、白鳥処女説話の「変形」を語って倦むことがない。その繰り返しにおいて、 『源氏物語』が語ろうとしたこと、それは詮ずるところ、男への「抵抗」であり、 「不信感」だった、ということ なるのではないか。
注（１）
　「それは古代国家の人々に伝説としてなお力を持っていた白鳥処女伝説の著しく変形した男女関係にたよるところの発想であると思われる」 （風巻景次郎「耀く日の宮」 『風巻景次郎全集』 ） 。
（２）


































と詠む（其二参照） 。一方中納言は、后に会えないまま別れることを、 「別 去り ん憂 、世々を経ともやすむべ
六〇















」 （ 『岷江入楚』 ） 。ただし、現代の諸注は、多く「あだ」として、 「永久尽きぬ恨みを私の上
に残されるにしても、一つはあなたの浮気故だと思召して下さい」 （吉沢義則『対校源氏物語新釈』 ）などと解している。
（
10）　『湖月抄』は、 「かつは心をあだとしらなん」の本文に注して 「来世までうらみをのこし、つみを得るも皆源の心ゆゑぞ、源の心をあだと思ひて我を恨み給ひそと也」 （師説）と言う。ただし、 『湖月抄』は、桐壺 「あたかたき」を「
あ河仇敵
だがたき」としている。けだし、これは「江戸時代以後アダと濁音化した」 「あた〔仇・敵〕 」 （大野晋
他『岩波古語辞典補訂版』 ）の実例か。
付記
　
本稿成るに当って、平成二十九年度成城大学特別研究助成を受けた。
